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素案の新旧対照 

１．圏域内都市計画調整会議（市町調整会議）の結果による修正 

該当部分 新 旧

広島圏域

P.23 

表 3-3  

都市区

分表

（地域拠点都市 概ねの配置） 

・線引き都市計画区域（府中町，海田町，熊

野町，坂町）

・非線引き都市計画区域の用途地域（竹原，

安芸津，川尻安浦，江田島，千代田，吉田，

河内，佐伯）

（地域拠点都市 概ねの配置） 

・線引き都市計画区域（安芸郡 4町）

・非線引き都市計画区域（追記）の用途地域

広島圏域

P.24 

上から 

4 行目

圏域の中枢拠点である広島市への高次都市

機能の一層の集積を図ります。また，広島市

の役割を分担する拠点として，広域拠点の各

都市に一部の高次都市機能の集積を図りま

す。

圏域の中心市である広島市への高次都市機

能の一層の集積を図ります。（追記）

広島圏域

P.25 

下から 

11 行目 

中四国地方の中枢都市としての役割を担う

広島市を中心としながらその周辺の広域拠

点を含めて，

中四国地方の中枢都市としての役割を担う

広島市を中心に，  

広島圏域

P.25 

下から 

4 行目 

また，自動車産業や（削除）情報通信機械器

具製造業など各市町の特徴ある既存産業の

活性化を支える社会基盤整備を推進すると

ともに， 

また，自動車産業や鉄鋼業，情報通信機械

器具製造業など各市町の特徴ある既存産業

の活性化を支える社会基盤整備を推進する

とともに， 

広島圏域

P.26 

上から 

15 行目 

（削除）大竹市の化学工業など（削除）沿岸

部に形成された既存産業のイノベーション

や， 

呉市の鉄鋼業，大竹市の化学工業など，沿

岸部に形成された既存産業のイノベーション

や， 

広島圏域

P.26 

上から 

20 行目 

呉市では，ICT 等を活用した新たな事業の

創出や観光の基幹産業化など，重厚長大な

産業だけに頼らない強靭な産業構造を築くと

ともに，コンパクトシティとネットワークの核とな

る呉駅周辺地域から先端技術を活用した次

世代モビリティや都市データプラットフォーム

などでスマート化を図ることにより，都市機能

の強化を図ります。

（追記）

広島圏域

P.50 

上から 

10 行目 

また，JR 呉駅前広場及びその周辺地域で

は，鉄道，港，交通ターミナル，次世代モビリ

ティが集積する呉市内及び広域都市間の総

合交通拠点として機能整備を推進します。 

加えて，JR 山陽本線及び JR 呉線を立体化

する広島市東部地区連続立体交差事業や，

（追記） 

また，JR山陽本線及びJR呉線を立体化する

広島市東部地区連続立体交差事業や， 
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該当部分 新 旧 

広島圏域

P.53 

交通施設の

整備方針図 

（東広島高田道路（高田ＩＣ以北区間）の表

示） 

検討区間

（東広島高田道路（高田ＩＣ以北区間）の表

示） 

地域高規格道路の計画中区間

広島圏域

P.56 

上から 

7 行目 

二級河川沼田川水系等の各河川において，

再度災害防止対策に最優先で取り組むとと

もに，優先度の高い箇所から，河道拡幅や

河床掘削などの河川改修や，南海トラフ地震

等の発生（削除）に備えた堤防の嵩上げ・耐

震補強等を計画的に行います。 

二級河川沼田川水系等の各河川において，

（追記）優先度の高い箇所から（追記）河川

改修を進めるとともに，南海トラフ地震（追記）

の発生等に備え，津波や液状化対策として

堤防の嵩上げや耐震補強（追記）を計画的

に行います。 

広島圏域

P.82 

上から 

9 行目 

国際拠点港湾広島港や重要港湾呉港を有

するなど， 

国際拠点港湾広島港（追記）を有するなど， 

広島圏域

P.83 

下から 

11 行目 

・近年各地で頻発・激甚化する自然災害の

発生に備え，広島呉道路の４車線化等の整

備を進め，緊急輸送道路の機能強化，多重

型道路ネットワークの構築を図ります。

（追記）

備後圏域

P.23 

表 3-3  

都市区

分表 

（地域拠点都市 概ねの配置） 

・非線引き都市計画区域（因島瀬戸田，上

下，本郷，世羅甲山）の用途地域 

（地域拠点都市 概ねの配置） 

・非線引き都市計画区域（追記）の用途地域

備後圏域

P.48 

下から 

6 行目 

民間が主体となった（削除）再整備を行いま

す。 

民間が主体となったホテル整備等を含めた

再整備を行います。 

備後圏域

P.50 

交通施設の

整備方針図 

（広島中央フライトロード（世羅～国道 182 号

区間）の表示） 

検討区間

（広島中央フライトロード（世羅～国道 182 号

区間）の表示） 

地域高規格道路の計画中区間

備後圏域

P.52 

上から 

7 行目 

一級河川芦田川水系，高梁川水系や，二級

河川沼田川水系，手城川水系等の各河川に

おいて，再度災害防止対策に最優先で取り

組むとともに，優先度の高い箇所から，河道

拡幅や河床掘削などの河川改修や，南海ト

ラフ地震等の発生（削除）に備えた堤防の嵩

上げ・耐震補強等を計画的に行います。 

一級河川芦田川水系，高梁川水系や，二級

河川沼田川水系，手城川水系等の各河川に

おいて，（追記）優先度の高い箇所から（追

記）河川改修を進めるとともに，南海トラフ地

震（追記）の発生等に備え，津波や液状化対

策として堤防の嵩上げや耐震補強（追記）を

計画的に行います。 

備北圏域

P.42 

上から 

6 行目 

一級河川江の川水系，高梁川水系の各河川

において，再度災害防止対策に最優先で取

り組むとともに，優先度の高い箇所から，河

道拡幅や河床掘削などの河川改修を計画的

に進めます。 

一級河川江の川水系，高梁川水系の各河川

において，（追記）優先度の高い箇所から，

（追記）河川改修を（追記）進めます。 
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２．第 245 回都市計画審議会の結果による修正 

該当部分 新 旧

広島圏域

P.64 

備後圏域

P.56 

備北圏域

P.44 

上から 

2 行目 

都市生活に必要不可欠な情報通信インフラ

や供給処理施設等の都市施設の整備を推

進します。 

都市生活に必要不可欠な（追記）供給処理

施設等の都市施設の整備を推進します。 

広島圏域

P.64 

備後圏域

P.56 

備北圏域

P.44 

上から 

5 行目 

持続可能な都市経営の実現に向けて，情報

通信インフラは，デジタル技術とデータなど

を活用した都市や地域の課題解決や，新し

い生活様式の対応に不可欠な都市施設で

す。そのため県内全域で，新しい生活様式

の実践に必要な通信速度を提供可能な光フ

ァイバ網をはじめとする超高速ブロードバンド

基盤等の整備等を推進します。 

また，ごみ焼却場などの供給処理施設等は，

（追記） 

ごみ焼却場などの供給処理施設等は， 

広島圏域

P.64 

備後圏域

P.56 

備北圏域

P.44 

整備目

標表 

種別  電気通信事業用施設 

番号  － 

事業名 情報通信基盤整備 

場所  全域 

（追記） 


